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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

●写経（般若心経）を始めませんか！ 

期日 毎月第２日曜日（1月 2月はお休み、8月は第１日曜日） 

時間 午後１時～随時（午後４時終了） 

参加予約不要  イス席 筆ペンも可  

参加費 納経料３００円 

＊筆、硯、墨等の準備はありますが、使い慣れたものを持参していただ

いても結構です。 

＊写経台紙（手本）、写経用紙はこちらでご用意いたします。 

＊時間内のいつでも写経できます。（１時間位） 

9/9（日）、10/14（日）、11/11（日）、12/9（日） 

授
戒
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う 

 
広
厳
寺
で
は
開
山
四
百
回
忌
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
昭
和
三
十
八
年
以
来
、

五
十
年
ぶ
り
に
、
報
恩
の
お
授
戒
会
を

修
行
い
た
し
ま
す
。 

「
授
戒
会
」（
じ
ゅ
か
い
え
）
は
正
し
い

み
仏
の
教
え
を
聞
き
、
心
で
信
じ
、
身

体
で
行
じ
て
身
も
心
も
清
ら
か
に
な

り
、
生
き
な
が
ら
仏
様
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
曹
洞
宗
最
高
の
法
要
儀
式
で
す
。

参
加
者
の
皆
様
に
は
五
日
間
お
寺
に
通

っ
て
い
た
だ
き
、
礼
拝
、
聞
法
、
坐
禅
、

食
事
な
ど
修
行
の
実
践
を
重
ね
、
「
戒
」

授
か
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
々

が
、
仏
心
（
仏
性
）
に
目
覚
め
る
た
め

の
「
授
戒
会
」
に
ご
縁
を
結
ば
れ
ま
す

よ
う
、
切
に
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

  

色
衣
被
着
、
教
師
補
任
等
の
申
請
手
続

き
で
す
。 

伝
法
式 

於
千
眼
寺 

 

大
授
戒
会 

戒
師 

大
本
山
永
平
寺
副
貫
首 

 
 
 
 
 

南
澤
道
人
老
師 

平
成
二
十
五
年 

五
月
二
十
七
日
～
三
十
一
日 

（
五
日
間
） 

戒 
 

金 
 
 
 

五
万
円 

因
脈
授
与 

 
 
 

一
万
円 

亡
戒
血
脈 

 
 
 

五
千
円 

募 
 

集 
 
 

百
五
十
名 

 

 

次
男
（
秀
孝
）
は
群
馬
県
沼
田
市
の

天
狗
の
お
寺
、
迦
葉
山
龍
華
院
弥
勒
寺

で
の
一
年
間
の
お
手
伝
い
を
終
え
、
今

年
六
月
か
ら
村
上
市
平
林
、
千
眼
寺
様

の
後
任
と
な
り
住
職
補
佐
と
し
て
務

め
て
い
ま
す
が
、
七
月
三
十
一
日
午
後

一
時
よ
り
伝
法
の
式
を
修
行
い
た
し

ま
し
た
。
本
寺
・
耕
雲
寺
様
、
西
法
寺

様
（
東
堂
、
住
職
）
、
東
岸
寺
様
、
金

蔵
寺
様
、
東
泉
寺
様
、
広
厳
寺
住
職
が

随
喜
。
こ
の
儀
式
に
よ
り
正
式
に
千
眼

寺
住
職
・
山
本
宗
彦
老
師
の
お
釈
迦
さ

ま
か
ら
の
正
伝
の
仏
法
を
嗣
ぎ
ま
し

た
（
嗣
法
）
。
こ
の
後
は
、
副
住
職
、 

 

▼
大
本
山
永
平
寺
と
大
本
山
總
持
寺
へ

の
瑞
世
拝
登
を
終
了
し
ま
し
た
。「
瑞
世
」

は
本
山
に
て
行
う
僧
侶
と
し
て
の
資
格

を
得
る
た
め
の
大
切
な
儀
式
で
す
。
瑞
世

が
終
わ
る
と
僧
籍
簿
に
登
録
、
初
め
て
和

尚
の
法
階
と
教
師
資
格
を
得
ら
れ
る
。  


